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　（一社）建設ディレクター協会内（京都府）に設置された拠点では
10月26日～12月15日の期間に合計20日間、第1回建設ディレク
ター育成コースを実施しました。
　本コースでは、建設業の社会的役割や歴史、専門用語や工事の
種類といった基礎知識、工事書類作成に必要な専門知識を学び「建
設ディレクター初級」、「建設業経理事務士4級」を取得することが
できます。
　また専門知識の習得に加え、訓練生同士や講師とのコミュニケー
ションを通じて、チームで仕事をする重要性についても学ぶことがで
きるのも大きな魅力です。
　本コースはオンライン中心の訓練なので、育児等で時間の制約が
ある方も安心して受講して頂くことができました。
　今回は16名（女性13名、男性3名）の方が12月15日に訓練を修了。
地域の建設企業と連携し、就職支援を進めた結果、2021年2月現在
12名の方が建設企業へ就職または内定しています。

　建設ディレクターとは忙しい建設現場をIT技術で支える、建設業で新しく誕生した職種で
す。定められたルールを確認しつつ、現場監督と協力して書類を作成するのが主な仕事。働き
やすい職場作りを進める建設業界で注目される存在です。
　カリキュラムを修了し、（一社）建設ディレクター協会が実施する試験に合格すると「建設ディ
レクター認定証明書」が発行されます。
　2020年12月末現在、建設ディレクターの認定を受けた方は全国で約400名いらっしゃい
ます。
　誰もが建設業初心者からのスタートなので、未経験、ブランクがある方も大丈夫。スタッフ
が皆さんに寄り添い、一緒に伴走します。正社員へのステップアップ実現を目指して、建設
ディレクターへの第一歩を踏み出しましょう。

　「建設ディレクター育成講座」を受講した友人から受講を勧められたことがきっかけです。友人から話を
聞いているうちに興味が湧いて、参加してみようと思いました。正社員を募集している企業を探していた

のですが、年齢的に対象外となっていることが少なくありませんでした。建設ディレクターの資格は、今後の就職活動に活
かせると思い、それが受講の決め手となりました。
　これまで接客業に多く携わってきましたので、その経験は建設ディレクターの仕事の中でも役に立つはずですし、今後も
その強みを伸ばしていきたいと考えています。
　訓練を受講する中で、聞く姿勢や表情など、相手に良い印象を与えることが大事だと再認識できたので、自分の強みに
磨きをかける良い機会になったと思います。
　建設業は未経験ですが、基礎から学ぶことができました。受講してからは、身近な工事が気になるようになり、道路にあ
るマンホールひとつにしても「どんな役割があるのだろう？」と興味が湧いてきました。また、そのようなささいな疑問にも
講師が丁寧に答えてくれたので、楽しく受講できました。
　得意なコミュニケーションを武器に、オフィスからの支援だけでなく、現場でも役に立てる人材になりたいです。そして、
「この道路の整備にも携わったんだ」と、達成感を得られるような仕事をしていきたいと思います。
　もし受講を迷っているようなら、チャンスを逃さず飛び込んでみてほしいと思います。

ITスキルとコミュニケーションスキルでバックオフィスから現場をサポート！ 訓練に参加された2名の方に本コースについて感想を伺いました。

山仲倫子さん1.建設ディレクター初級
2.建設業経理事務士4級

オンライン講座

訓練風景

修了式

（一社）建設ディレクター協会
代表理事   新井恭子氏

主要カリキュラム（20日間）

● 入校式・オリエンテーション・講話、ビジネスマナー
● 建設業の基礎知識、建設業の歴史と社会的役割
● 専門用語と工事の種類、安全衛生の知識 
● 工事書類作成に必要な基礎知識
● 建設業経理事務士4級特別研修
● 就職活動準備
● キャリアコンサルティング
● 職場見学
● インターンシップ
● 修了式

1日間
2日間
3日間 
5日間
2日間
2日間
2日間
1日間
1日間
1日間

京都サンダー（株）、京都経済センター他

建設ディレクター育成コース実施コース

訓練場所

取得資格

「建設ディレクターが一歩を踏み出す勇気になる」

訓練生の声

自分の強みに磨きをかける

　自宅のポストに入っていた生活情報紙の記事で建設ディレクターを知りました。最初は流し読みをした
だけで、特に参加しようとは考えていなかったのですが、なぜか頭から離れなくて。締め切りの直前に思い

立って応募しました。大学で建築学科を専攻していたのですが、せっかく勉強したにもかかわらず、これまでの勤め先では
活かせずにいたので、建設業に携わりたいという気持ちがどこかにあったのだと思います。
　勤怠管理や福利厚生の手配、給与計算など総務での経験があり、これまでのキャリアと、大学で学んだ建築の知識に
加え、今回の講座で学んだこと、すべてを活かしていきたいと思っています。
　講義で興味深かったのがアンガーマネジメントでした。決まった質問に答えて診断し、自分の怒りやすいポイントを客観
的に知ることができました。自身の性格について新しい発見がたくさんあり、それを知ったうえで就職活動に臨めることは
大きなメリットだと感じています。
　また、大学では建築についての知識しか学ばなかったので、土木工事について道路や橋に関わるインフラの知識は特に
新鮮でした。災害復旧時などに土木がいかに大切な役割を担っているか、あらためて知ることができ、さらに建設業で働く
ことで、街を守っているのだという、誇りにもつながっています。
　授業の内容が難しいときや、初めて聞く言葉などがでてきたときに、受講しながらパソコン上ですぐに検索できたのは
オンライン授業ならではのメリットです。検索方法などについても講師がアドバイスしてくれるので安心感もあり、集中して
授業に臨むことができました。
　建設業は絶対になくならない仕事です。スキルを身につければ必ず活躍できると思うので、チャレンジしてほしいですね。

中村聡子さん

これまでのキャリアをすべて活かしたい

厚生労働省 就職氷河期世代の方向けの短期資格等習得コース事業の初年度状況

令和2年度取組事例の紹介Ⅴ.
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　教諭としてのキャリアは5年。「まだまだ

駆け出しで、私自身が日々勉強を積み重

ねています」という加藤先生が抱える目下

の課題は、生徒たちの興味をどう授業に

向けるかということだ。試行錯誤しながら

自身にあった指導方法、授業スタイルを

模索する中で、加藤先生が一番に大切に

していることは「生徒の視線で物事を考え

ること」だという。

「土木の授業では、中学校までに学んでこ

なかったようなことがたくさん出てきます。

土木を専門に学び教諭になった私たち

は、つい『知っていて当たり前』という視点

でさまざまなことを捉えがちですが、生徒

にとってははじめてのことばかり。例えば

難しい計算問題を目の前にし、『分からな

い』という生徒の視点を忘れてはいけな

いと思っています。生徒たちにも、『ゼロか

らのスタートなのだから、分からなくて大

丈夫だよ』と伝えることが大切だと思って

います」

　また、自身の工業高校時代の経験を振

り返り、当時はどこが分からなかったの

か、どのように説明をされて理解や納得

を深めていったのかを思い出しながら、

最初は解きやすい問題や課題からスター

ト。徐々に知識が必要な難易度の高いも

のへ移行するなど、解ける喜びや

達成感を体験させ、「やればでき

る！」という自信を少しずつ積み重

ねることで、授業ひいては土木への

興味をかき立てたいという。

「授業では、毎回小テストを行って

いますが、分からないところは教科

書で調べたり、生徒同士で教え合っ

たりしながら解く時間を設けてい

ます。また、答え合わせのあとに

は、間違えた問題を見直す時間を

必ず５分設けるようにしています。

最初は『分からない』とそっぽを向

いていた生徒も、生徒同士で教え合

うと心を開くようで問題にきちんと

向き合う姿勢を見せてくれます。

見直しの時間に、『あ、分かった！』と

いう声が聞こえてくるのが、一番

うれしいことですね」

愛知県立半田工業高等学校
土木科

FOCUS

生徒の「分からない」に
寄り添いたい

第69回

駆け出し教諭が日々の挑戦から
気づいたものとは？
奮闘を積み重ね、目指すは恩師のような教諭像

西を伊勢湾、東を三河湾に挟まれ、江戸時代には港湾都市として発展し
てきた愛知県半田市。風光明媚なこの地に、知多半島唯一の工業高校と
して半田工業高等学校は設立されました。昭和38年の設立以来親しまれ
てきましたが、令和３年に「愛知県立半田工科高等学校」と名称を変更。
新たな一歩を踏み出す同校とともに、教諭として大きな飛躍を目指す
土木科・加藤智先生にお話を伺いました。

加藤 智 先生

生 徒の発 案で平 成30年 度の課 題
研究は、「ナスカの地上絵」に挑戦。
測量専用CADで座標を作成。グラ
ウンドに座標を取り作業を進める様
子は、校舎からもよく見えた。「ライン
カーで線を引いていると、『あ、地上
絵だ！』と校舎から声があがって。他
の生徒の興味を引けたようで良かっ
たです。実は…あとから見たら、地
上絵の一部が欠けてて(笑)。それも
思い出です」と加藤先生。最後は
ドローンで記念撮影を行った。

CADを利用した
コンピュータ実習

測量を正確に進めて…

ナスカの地上絵を再現

校内の注目を集め快感！

完成!!
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先生から
みんなへ
メッセージ

　生徒には、高校時代だからこそできるこ

とをしっかりと経験してほしいという加藤

先生。そのひとつに「失敗」を挙げている。

「私は教諭になる前には民間企業で勤め

ていた経験があります。土地家屋調査士

事務所で測量の仕事をしていましたが、

仕事をしていると失敗は許されません。

しかし、学生のうちは失敗することも、

失敗して怒られることも貴重な経験です。

そういった経験を重ねることで、技術を覚

えたり成長したりするのですから、『失敗

する機会』を逃すことなく生かしてほしい

ですね。実習をやっていても、新しいもの

に抵抗があるのか、器械になかなか触れ

ない生徒もいます。そういう姿をみるたび

に、もっと失敗する機会をつくってあげら

れたらと思います」

　日進月歩の進化を遂げる建設業界は、

新しい機械や手法がどんどん導入されて

いる。そういった環境下でも、物怖じするこ

となく積極的に取り組めるように実習等で

も最新のものに触れさせてやりたい。とは

いえ、教諭歴が浅い加藤先生には、最新機

材を持ち込んでの出前講座などを気軽に

相談できる企業とのパイプはまだない。

だからこそ、早く多くの生徒を建設業界に

ことさら土木業に送り出したいのだという。

「生徒たちを通して、企業との信頼関係を

築くことができたらいいなと思ってい

ます。最新技術に触れる授業の実施につ

いてもそうですが、建設業は縦のつなが

りがとても重要ですからね。卒業生をきっ

かけに、後輩たちが就職しやすい環境を

つくってあげられたらなと思っています」

　令和2年3月に、加藤先生が初めて担

任を受け持った生徒たちを卒業させて以

来、その思いはより強くなっているようだ。

　「教諭になって、初めてのことづくしなん

ですよね」と、うれしそうな表情をみせる

加藤先生。取材の最後、理想の教諭像に

ついて問うと「学びを止めない教諭、生徒

からの信頼を得る教諭でいたい」と、即座

に答えてくれた。

「この５年間は、本当にやることなすこと

すべてが、初めてのことばかりでした。ひと

ことで『担任』といっても、学年によってそ

れぞれに教えるべきことがあって、同じこ

とをしていればいいわけではありません。

また、専門外の科目を教えなければなら

ない機会も増えてきました。それでも、教

諭という職についた以上、生徒たちをき

ちんと明るい将来へ導いていかなければ

ならないという責任があります。私の経験

では、まだまだ目が行き届かないことが、

たくさんあります。だからこそ、私自身が学

ぶことを止めてはいけないと肝に命じて

います」

　そう語る加藤先生が手本にするのは、

高校時代の恩師だという。厳しく威厳が

ある雰囲気はあったものの、授業でつか

う資料などはとても丁寧につくられて分か

りやすかった。今思うと、とても研究熱心

な先生だったのだと痛感するのだそうだ。

自分も一皮むけて、恩師のような厳しさを

もった凛とした教諭になりたいというその

言葉には、力強い覚悟を感じる。

駆け出し教諭の目標は
恩師のような凛とした存在

愛知県豊田市にある、昭和38年築造の「羽布
ダム」。ダム湖百選にも名を連ねる、ダムマニ
アも多く訪れる観光地ですが、加藤先生にとっ
ては生まれ育った地にある最も身近な土木構
造物。故郷を感じる場所なのだそうです。

ココ推し！ 地元の名所地元の名所

羽
布
ダ
ム

失敗は経験なり！
高校時代にこそ失敗を

〒475-0916　愛知県半田市柊町3丁目1
　　　  https://handa-kogyo.jp/WEB

愛知県立半田工業高等学校

平成28・29年度の課題研究では、「新聞紙で
作る高速道路の“橋”コンテスト」に参加。大学
生に交じり耐荷部門で力を尽くした

地元塗装業者の協力を得て行った、西門の塗装実習。
プロによる指導は興味深かったようで、実習をきっか
けにこの企業に就職をした生徒も
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■  1．開会挨拶
　開会にあたり、国土交通省不動産・建設経済局の青木局長からビデオメッセージをいただき、建設産業における働き方の変化、
女性定着に向けた取組み、女性活躍・定着の更なる発展についてお話しいただきました。

■  2．団体紹介
　新規加入団体及び特徴的な活動をしている団体を中心に8団体が活動
紹介を行いました。各団体からは、広報活動、女性の交流・入職や定着に
向けて行っている特徴的な取組みが紹介されました。

■  3．パネルディスカッション
　パネルディスカッションは、事前に実施したアンケートで寄せられた、建設産業で働く女性の悩みや質問を下記項目ごとに6名の
パネリストから回答いただく「相談形式」で実施しました。

　建設産業女性定着支援ネットワーク（以下、「ネットワーク」）は、全国各地に組織されている女性活躍を推進する団体の相互交流や
情報交換、連携等を促すことにより、建設産業で働く女性の入職促進、定着を図ることを目的として平成30年度に始動し、現在、登録は
33団体、構成人数は約4,000人にのぼっています。
　令和3年2月17日、ネットワークの各団体の取組等の情報共有及び業界内外への周知などを目的に、オンラインで全国大会を開催
いたしました。

建設産業女性定着支援ネットワーク
全国大会を開催！

ネットワーク登録団体一覧

全国大会の概要

 全国
（一社）日本建設業連合会 けんせつ小町委員会

（一社）土木技術者女性の会

建築設備六団体協議会 設備女子支援ネットワーク

日本建築仕上学会 女性ネットワークの会

（一社）日本造園建設業協会 女性活躍推進部会

（一財）建設物価調査会 チームひまわり

（一社）日本溶接協会 溶接女子会

測量・地理空間情報 女性の技術力向上委員会「ソクジョの会」

（公社）日本建築積算協会 積女ASSAL委員会

（公社）日本コンクリート工学会 コンクリート分野における女性活躍推進普及委員会

全国スーパーウォール会 全国ブリリアント会

けんせつ姫

日機協女性部会「チームはにやま姫」

 北海道・東北
青森県 あおもり女性建設技術者ネットワーク会議

岩手県 いわて女性の活躍促進連携会議 けんせつ小町部会

（一社）岩手県建設産業団体連合会 岩手県建設業女性協議会

秋田県 あきた建設女性ネットワーク クローバー

宮城県 （一社）宮城県建設業協会 宮城建設女性の会2015

福島県 （一社）福島県建設業協会 ふくしま建女会

 関東
茨城県 （一社）茨城県建設業協会 建女ひばり会

東京都 全国低層住宅労務安全協議会 じゅうたく小町部会

山梨県 山梨県建設業協会青年部 けんせつ小町甲斐

長野県 （一社）長野県建設業協会 女性部会

 九州・沖縄
福岡県 けんちくけんせつ女学校

長崎県 ながさき建設女子ネットワーク ～よりより～

熊本県 熊本県建設産業団体連合会 くまもと建麗会

沖縄県 teamけんせつ美ら小町　

 四国
徳島県 なでしこBC連携

 中国
島根県 しまね建設産業イメージアップ女子会

鳥取県 とっとり建設☆女星ネットワーク

山口県 やまぐち建設産業女性の活躍支援ネットワーク

 北陸
新潟県 にいがた土木女子会議

（一社）新潟県建設業協会 女性部会

パネリスト 所属
須田 久美子 氏 建設産業女性定着支援ネットワーク 幹事長
酒井 一江 氏 建設産業女性定着支援ネットワーク 副幹事長
籠田 淳子 氏 建設産業女性定着支援ネットワーク 副幹事長
石出 慎一郎 氏 東洋緑化株式会社 代表取締役社長
塩入 徹弥 氏 大成建設株式会社 人事部 部長
大井 裕子 氏 国土交通省 関東地方整備局 建政部長

とっとり建設☆女星ネットワーク

建女ひばり会
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　新型コロナ禍の中でのオンライン開催となりましたが、多くの皆様に参加いただき、女性定着に向けた課題等の共有を行う
ことができた大変有意義な大会となりました。
　全国大会の模様は、3月下旬頃にYouTubeに配信いたします。是非ご覧ください。

業務内容や周囲からの理解を得られない等により、ワークライフバランスの実現は厳しいとの意見が多く、自身や自社の職員の
ワークライフバランス実現のため、改善策や好事例を知りたいという声が多くあがりました。

「古い考えが根強く男女格差を感じる」、「男性社会であるため、女性特有の悩みなどが理解されにくい」、「特別扱い等の過剰な
対応をされた」等の女性が働くうえで周囲からの理解は乏しいという意見が多く、一方で、「配慮されている」、「女性側が順応
していく必要がある」との意見も一定数寄せられました。

資格取得については、男女平等に機会が与えられているという意見が大多数でした。一方で、昇進については、「男性と格差を感じ
る」という意見が目立ち、要因として「産休や育休取得」「性別や現場経験の有無により評価基準が異なる」等があげられました。

建設業界における女性の定着は、自身の経験等から「現時点では厳しい」という意見が目立ち、そのため女性の定着率向上にむけた
好事例を知りたいという声が多く寄せられました。また、建設業界で女性定着を進めるうえで必要なことは何かという質問も寄せられ
ました。

パネルディスカッションテーマ及び質問項目（事前アンケート結果より）

テーマ2

テーマ3

テーマ4

テーマ5

ワークライフバランスについて

現場における周囲の理解

スキル向上・昇進

建設業界における女性活躍・定着

有効回答数：87件

有効回答数：86件

有効回答数：88件

有効回答数：99件

建設産業女性定着支援ネットワーク登録団体の会員 116件対象 回答数

パネルディスカッション質問項目
●企業で前例のない働き方をする場合に周囲の理解を得るコツを教えてください。
●企業の画期的な制度や取組事例（働き方や定着率向上に資する）、また、取組が進まない企業の主たる原因、取組を進めるために
必要なことを教えてください。

パネルディスカッション質問項目
●｢女性はこうあるべき」といった固定観念や否定的意見にどう対処してきたか、逆に女性らしさを大切にしている点などがあれ

ば教えてください。
●女性特有の悩み（生理痛等）の伝え方を教えてください。
●会社側が行うべきハラスメントへの対応や防止策について教えてください。（社員教育、相談窓口の設置など）

パネルディスカッション質問項目
●（特に経験やスキルが同程度の）男性との昇進の差を感じたことはありますか。
●産休・育休取得により、昇進や資格取得に差が出るのではと心配しています。

パネルディスカッション質問項目
●女性活躍・定着の推進のために必要なことは何でしょうか。

※テーマ1 団体活動については登録団体15団体から回答

テーマ1 団体活動について

パネルディスカッション質問項目
●団体周知や新規会員の勧誘を目的とした効果的な広報活動や、特にコロナ禍において団体活動で工夫していることを教えてください。
●会員が本業と両立しながら活動を継続できるための工夫を教えてください。
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登録標識・路面標示基幹技能者

登録基幹技能者 熟達した作業能力と豊富な知識と経験を有し効率的に作業を進めるマネジメント能力を備えた技能者です。
現場では上級職長などとして活躍しています。
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株式会社アークノハラ

1981年2月生まれ　埼玉県出身

長
は せ が わ

谷川 聖
き よ ひ と

士さん

「終わらない現場はない」
安全で快適な社会を支える
“道しるべ”に想いを込めて

ドライバーに行き先を示し、適切な走行や
注意喚起を促す道路標識は、交通網の発達
した現代社会に欠かせない存在だ。そんな
安全・安心の“道しるべ”を設置する道路標
識・標示業もまた、私たちの暮らしに無くては
ならない仕事といえる。「普段なにげなく目
にする標識でも、工事の際に地上に下ろして
みると『そんなに大きいんだ！』と周りの方が
驚かれたりします。高速道路であれば、大き
なものだと3LDKほどのサイズの標識なども
ありますね」。そう話すのは、首都圏を走る高
速道路や人々の生活を支える一般道など、
様々な現場で活躍する長谷川聖士さん。
現在は主任技術者として、円滑な工事に向け
た作業計画や交通規制計画の勘案、現場の
施工管理などを行う立場だ。「発注者と協議
しながら計画を固め、道路管理者や警察へ
の規制許可などを経て、ようやく工事に着手
できます。ドライバーが見やすいよう現場に

応じた調整や工夫も大切。取り付け後も入念
にチェックします」。

各関係先との連携や現場ごとに異なる作
業環境への対応など、難しい場面に出くわす
ことも少なくないと想像するが、長谷川さん
の表情は明るい。「以前は現場の進捗が滞っ
た際に不安を感じることもあったんですが、

“終わらない現場はないよ”と先輩に声をか
けていただいて。その言葉に背中を押され、
様々な要因で止まっていた現場も進めること
ができました。たとえ困難な仕事であっても
着実に取り組むことでやり遂げられる、という
ことは自身の励みにもなりました」と長谷川
さん。「今は共に現場に臨む仲間としっかり
コミュニケーションを図りながら、みんなが
納得できるよう話し合ったり、新しいアイデア
や技術も柔軟に取り入れて仕事を進められ
るよう努めています」。

この仕事の魅力をうかがうと「やったこと

がしっかりと目に見えて、形に残ること。
チームで取り組む仕事でもあるので、多くの
人が関わる案件であるほどやり遂げたとき
の達成感も大きく、“やってよかった”と感じ
ます。自分が付けた標識の前を通るたび、携
わった当時の記憶がよみがえるなど、感慨深
いものがあります」と笑顔を見せる。「老朽化
した標識などを新たに付け替えることで『見
やすくなったね』と言ってくれる方もいます。
手がけたものが人の役に立っていると感じる
瞬間は、やっぱりうれしいですね」。

登録標識・路面標示基幹技能者資格をは
じめ多くの資格を持ちつつ、さらなる資格取
得にも励んでいる。「資格を持つことで仕事
の幅が広がり、より安心して仕事を任せても
らえるようになります。しっかりと信頼され、人
に憧れられる人間になりたいですね」と抱負
を語ってくれた長谷川さん。その手は今日も、
人々の安全で快適な暮らしを担っている。


